
平成22年度事務事業評価表（平成2１年度振り返り）

政策名 21

所管課係名

実績値 実績値 実績値 ① ② ①＋②

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） （千円） （千円） （千円）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

28 28 100

（ 件 ） （ 件 ） （ ％ ） □ あり ■ なし 現状維持

平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

17 17 100

（ 件 ） （ 件 ） （ ％ ）

平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度

20 20 100

（ 件 ） （ 件 ） （ ％ ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

257 500 51

（ 枚 ） （ 枚 ） （ ％ ） ■ あり □ なし 現状維持

平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

227 1,000 23

（ 枚 ） （ 枚 ） （ ％ ）

平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度

309 1,000 31

（ 枚 ） （ 枚 ） （ ％ ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

5 5 5

（ 件 ） （ 件 ） （ 件 ） □ あり ■ なし 現状維持

平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

3 3 3

（ 件 ） （ 件 ） （ 件 ）

平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度

3 3 3

（ 件 ） （ 件 ） （ 件 ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

58 58 58

（ 件 ） （ 件 ） （ 件 ） □ あり ■ なし 現状維持

平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

70 70 70

（ 件 ） （ 件 ） （ 件 ）

平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度

44 44 44

（ 件 ） （ 件 ） （ 件 ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

4.7 26 100

（ ha ） （ 件 ） （ ％ ） ■ あり □ なし 現状維持

平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

4.5 25 100

（ ha ） （ 件 ） （ ％ ）

平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度

3.6 27 100

（ ha ） （ 件 ） （ ％ ）

　  快適な都市環境が整ったまち 施策番号・名 都市基盤の安全性、快適性の確保 基本事業番号・名 21-01 計画的な土地利用の誘導

13,112

意図
ルール、計画に基づき土地利用をしても
らう。 143 12,818 12,961

条例遵守率

都市計画課　荒島久人

宅地開発指導事業

手段

申請図書類に基づく現地確認、及び宅地
開発審査会を開催し、道路・清掃施設等
の公共施設整備について、審議を経て市
側の同意をする。

改善の余地 23年度以降に向けた方向性

法律や条令改正に応じて、宅地開発等条例
の内容を改正していきます。

土地所有者等からの申請に応じて行う事務で
あり、その動向により事務量は変化します。

258 12,854

選択項目 説明（選択理由） 選択項目 説明（選択理由）

388 13,120 13,508
22年度以降に向けた方向性 現状維持 所管課長名：

21-01-05

都市計画課
住宅開発指導係

対象 土地所有者、及び開発等事業者

宅地開発整備面積
申請件数、同意件
数

4,846

意図
公図上に正確に示すことによって、建築
確認申請を正しく誘導していく。 0 7,809 7,809

用途証明・街路証
明発行件数。

都市計画課　荒島久人

都市計画証明事業

手段

申請に基づき、現場にて内容を確認の
上、公図上に用途地域の地区界や都市計
画道路の線形に係る証明事項を作成して
いく。

改善の余地 23年度以降に向けた方向性

都市計画に関する情報提供の一環としての
事務であり、証明事務については、このまま
維持継続する。

土地所有者等からの申請に応じて行う事務で
あり、その動向により事務量は変化します。

0 4,846

選択項目 説明（選択理由） 選択項目 説明（選択理由）

0 4,098 4,098
22年度以降に向けた方向性 現状維持 所管課長名：

21-01-04

都市計画課
計画調整係

対象
用途証明・街路証明申請者
・開発等事業者､市民等

用途証明・街路証
明申請件数。

用途証明・街路証
明発行件数。

1,851

意図
良好な市街地環境を確保するため、適正
かつ合理的な土地利用の確保を図るた
め。 71 1,774 1,845

土地の取引届出件
数

都市計画課　荒島久人

国土利用計画法に係る
届出受理及び確認事務

手段
国土利用計画法に基づく届出の受理及び
内容確認をして、東京都へ提出する。

改善の余地 23年度以降に向けた方向性

東京都から委託されている事務で手続きが
決まっており、改善等の余地はありません。

東京都から委託されている事務で手続きが決
まっているところですが、届け出受理件数は経
済状況等土地取引の動向により変動します。

71 1,780

選択項目 説明（選択理由） 選択項目 説明（選択理由）

72 1,817 1,889
22年度以降に向けた方向性 現状維持 所管課長名：

21-01-03

都市計画課
用地係

対象 一定面積以上の土地の取引を行う者。

土地の取引届出件
数

土地の取引届出件
数

875

意図
市内における都市計画の経年変化等を修
正、用途地域及び都市計画道路等の情報
を表示しまちづくりの指針とする。 578 295 873

都市計画図作成数
と都市計画図販
売・利用数

都市計画課　荒島久人

都市計画図作成事業

手段 都市計画図の作成(１０,０００分の１)

改善の余地 23年度以降に向けた方向性

都市計画図の販売・利用等の率が低下傾向
にあることから、印刷枚数を削減しました。
また、都市計画図の裏面に地区計画などの決
定状況や一団地都市計画などの情報も盛り込
み内容の充実も図りました。

21年度に部数の削減と内容の充実という改善
を行いました。今後、より一層の内容の充実な
ど改善余地がないか、他自治体など情報収集を
していきます。578 297

選択項目 説明（選択理由） 選択項目 説明（選択理由）

749 303 1,052
22年度以降に向けた方向性 現状維持 所管課長名：

21-01-02

都市計画課
計画調整担当

対象 市民、市域及び土地利用関係者

都市計画図販売・
購買利用数

都市計画図作成数

1,950

意図
都市計画法に基づき、まちづくりに関す
る案件等の審議決定の結果、地域地区等
の面積が増減する。 352 493 845

都市計画審議会付
議件数／都市計画
決定数

都市計画課　荒島久人

都市計画策定事業

手段

都市計画審議会条例に基づき設置されて
いる都市計画審議会にて、都市計画に関
する諮問事項について審議して頂き、答
申を頂く。

改善の余地 23年度以降に向けた方向性

この審議会は、都市計画法第７７条の２第
１項の規定に基づき設置されています。さら
に、「組織及び運営に関し必要な事項は、政
令で定める基準に従い、市町村の条例で定め
る。」とされています。

このように、法律、条例で規定されている
事務のため、見直しなどは難しい面がありま
す。

まちづくりにあたって、地区計画制度を用い
ていくことが多くなると考えられ、都市計画審
議会への付議件数も多くなると思われます。こ
のことから、事業費・人件費の増加が見込まれ
ますので、常に効率的な審議会運営を考えてい
きます。

714 1,236

選択項目 説明（選択理由） 選択項目 説明（選択理由）

272 454 726
22年度以降に向けた方向性 現状維持 所管課長名：

21-01-01

都市計画課
計画調整担当

対象
市全域、市民及び土地所有者、関係行政
団体

都市計画審議会付
議件数（生産緑地
の指定・解除／用
途地域見直し／地
区計画等）

都市計画審議会に
付議し、審査後に
決定した内容を都
市計画図等に反映
させる。

人件費
（理論値）

トータル
コスト

改革・改善の余地
（目的妥当性･効率性･有効性･公平性から）

改革・改善の余地を踏まえた
平成23年度以降に向けた事務事業の方向性

（所管課長記入欄）事務事業名
指標 指標 指標

事務事業
番号

事務事業の目的
（事務事業の対象、手段、意図）

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

成果指標
（意図したことの結果の

数値指標化）

事業費
（実績額）

東久留米市



平成22年度事務事業評価表（平成2１年度振り返り）

政策名 21

所管課係名

実績値 実績値 実績値 ① ② ①＋②

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） （千円） （千円） （千円）

　  快適な都市環境が整ったまち 施策番号・名 都市基盤の安全性、快適性の確保 基本事業番号・名 21-01 計画的な土地利用の誘導

人件費
（理論値）

トータル
コスト

改革・改善の余地
（目的妥当性･効率性･有効性･公平性から）

改革・改善の余地を踏まえた
平成23年度以降に向けた事務事業の方向性

（所管課長記入欄）事務事業名
指標 指標 指標

事務事業
番号

事務事業の目的
（事務事業の対象、手段、意図）

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

成果指標
（意図したことの結果の

数値指標化）

事業費
（実績額）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

－ －

（ 人 ） （ 回 ） （ ） □ あり ■ なし 現状維持

平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

（ 人 ） （ 回 ） （ ）

平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度

（ 人 ） （ 回 ） （ ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

163.95 ▲1.62 162.33

（ ha ） （ ha ） （ ha ） ■ あり □ なし 現状維持

平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

164.52 ▲0.57 163.95

（ ha ） （ ha ） （ ha ）

平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度

167.12 ▲2.60 164.52

（ ha ） （ ha ） （ ha ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

11.1 0 0

（ ha ） （ ha ） （ ha ） □ あり ■ なし 現状維持

平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

11.1 0 0

（ ha ） （ ha ） （ ha ）

平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度

11.1 0 0

（ ha ） （ ha ） （ ha ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

35,679 － 100

（ ㎡ ） （ ㎡ ） （ ％ ） □ あり ■ なし 現状維持

平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

35,679 － 100

（ ㎡ ） （ ㎡ ） （ ％ ）

平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度

35,679 － 100

（ ㎡ ） （ ㎡ ） （ ％ ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

3 3 100

（ 人 ） （ 件 ） （ ％ ） □ あり ■ なし 現状維持

平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

3 3 100

（ 人 ） （ 件 ） （ ％ ）

平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度

3 3 100

（ 人 ） （ 件 ） （ ％ ）

686

意図 対象者の費用負担の軽減を図る。
689 19 708

負担の軽減策とし
て理解､納得いた
だいている対象者
の割合

都市政策担当　土屋健治

駅東口第二土地区画整
理事業特定移転者住宅
資金利子補給事業

手段

対象者に、10年間の利子補給をする。毎
年9月、3月の2回に分け、要綱で定めた
一定条件により算定した額を、対象者へ
利子補給する。

改善の余地 23年度以降に向けた方向性

住宅資金利子補給事業の要綱に基づき、対
象者の申請により行うものである。

平成24年度に利子補給が完了する。それ以後
は、事業廃止とする。

666 20

選択項目 説明（選択理由） 選択項目 説明（選択理由）

614 20 634
22年度以降に向けた方向性 現状維持 所管課長名：

21-01-10

都市計画課
土地利用計画担当

対象
事業の移転に伴い、新たに商業・業務地
区に再建を余儀なくされた者

対象者の数 利子補給件数

14,457

意図
都市基盤整備がなされた駅西口ととも
に、駅周辺にふさわしい中心市街地）を
形成する。 15,029 12,818 27,847

公共施設の整備改
善によりオープン
スペースの確保、
防災性の向上を図
り、安心して通
勤、通学、買い物
ができるように図
られた施設面積

都市政策担当　土屋健治

駅東口第二土地区画整
理事業

手段

土地区画整理法に基づき、道路築造や宅
地造成等の工事を実施した後、仮換地を
権利者に引渡す。その後、権利者によ
り、建築物等の再建工事完了後、換地処
分を行い事業を完了する。

改善の余地 23年度以降に向けた方向性

区画整理の換地処分完了。清算徴収の分割
徴収のみが残っている。

　清算徴収の分割徴収が終わるまで継続する。

12,084 2,373

選択項目 説明（選択理由） 選択項目 説明（選択理由）

0 752 752
22年度以降に向けた方向性 現状維持 所管課長名：

21-01-09

都市計画課
土地利用計画担当

対象
駅東口第二土地区画整理事業の施行区域
及び関係権利者

土地区画整理事業
面積
関係権利者数

公共施設の整備面
積
整形化された宅地
面積

7,713

意図
良好な市街地環境を確保するための地域
の特性に応じた土地利用のルールを決め
る。 0 7,690 7,690

地区整備計画を
行った面積の割合

都市政策担当　土屋健治

南沢地区地区計画策定
事業

手段
・都市計画法に基づく地区計画の決定。
・地区計画内容の近隣住民等への説明。

改善の余地 23年度以降に向けた方向性

地区計画策定手続きに入ったが、地区計
画の変更はないものの、事業推進にあたり、
市長より見直しの方針が示された。見直し作
業を行い、市民に対し説明責任を果たしつつ
事業を推進して行く。

地区整備計画の実施が困難な地区について関
係権利者と話し合いを進めていく。

0 7,713

選択項目 説明（選択理由） 選択項目 説明（選択理由）

58 11,808 11,866
22年度以降に向けた方向性 現状維持 所管課長名：

21-01-08

都市計画課
土地利用計画担当

対象
南沢地区地区計画予定区域及び関係権利
者

地区計画予定区域
面積

地区計画の決定区
域

9,286

意図
都市農地等を計画的かつ永続的に保全
し、良好な都市環境の形成に資するた
め。 399 7,690 8,089

生産緑地地区指定
（保全）面積

都市政策担当　土屋健治

生産緑地指定事業

手段

・生産緑地法に基づく、生産緑地地区の
指定及び解除事務。
・生産緑地指定審査会の開催。
・都市計画変更事務。

改善の余地 23年度以降に向けた方向性

生産緑地法に基づき、生産緑地を指定また
は解除する。土地所有者の申し出によるもの
である。今後、各種運用基準等の策定をして
いく。

都市農地等を計画的かつ永続的に保全し、良
好な都市環境の形成を図る。

1,574 7,712

選択項目 説明（選択理由） 選択項目 説明（選択理由）

496 7,872 8,368
22年度以降に向けた方向性 現状維持 所管課長名：

21-01-07

都市計画課
土地利用計画担当

対象 生産緑地地区

生産緑地地区指定
面積

生産緑地地区の追
加指定及び解除面
積

0

意図
都市基盤整備の進捗や社会状況の変化

や新たな課題等に対応した都市計画マス
タープランとする。 0

都市計画課　荒島久人

都市計画マスタープラ
ン中間見直し業務

手段
委員会を立ち上げ、市民の意見を伺い

ながら検討していく。

改善の余地 23年度以降に向けた方向性

21年度は、業務委託の発注、基礎的データ
の収集、プランの進捗状況の検証及び課題整
理、市民及び事業者等のアンケートによる意
見聴取、見直し方針の策定を行いました。

22年度から市民検討委員会を立ち上げ、実
質的な見直し作業に取り掛かります。見直し
の主体は委員会で行い、委員間で話し合って
進めるので行政で改善する余地はありませ
ん。

23年度についても、市民検討委員会で検討を
行っていただき、検討内容を取りまとめていた
だく。

選択項目 説明（選択理由） 選択項目 説明（選択理由）

6,033 4,542 10,575
22年度以降に向けた方向性 所管課長名：

21-01-06

都市計画課 対象 市民

委員の数 委員会開催回数

東久留米市



平成22年度事務事業評価表（平成2１年度振り返り）

政策名 21

所管課係名

実績値 実績値 実績値 ① ② ①＋②

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） （千円） （千円） （千円）

　  快適な都市環境が整ったまち 施策番号・名 都市基盤の安全性、快適性の確保 基本事業番号・名 21-01 計画的な土地利用の誘導

人件費
（理論値）

トータル
コスト

改革・改善の余地
（目的妥当性･効率性･有効性･公平性から）

改革・改善の余地を踏まえた
平成23年度以降に向けた事務事業の方向性

（所管課長記入欄）事務事業名
指標 指標 指標

事務事業
番号

事務事業の目的
（事務事業の対象、手段、意図）

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

成果指標
（意図したことの結果の

数値指標化）

事業費
（実績額）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

0 0 0

（ ㎡ ） （ ㎡ ） （ ㎡ ） □ あり ■ なし 現状維持

平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

14 14 14

（ ㎡ ） （ ㎡ ） （ ㎡ ）

平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度

0 0 0

（ ㎡ ） （ ㎡ ） （ ㎡ ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

38 4 1,761,890

（ 団 体 ） （ 回 ） （ ㎡ ） □ あり ■ なし 現状維持

平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

38 4 1,761,890

（ 団 体 ） （ 回 ） （ ㎡ ）

平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度

38 4 1,761,890

（ 団 体 ） （ 回 ） （ ㎡ ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

12.5 0 0

（ ha ） （ ha ） （ ％ ） □ あり ■ なし 休止

平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

12.5 0 0

（ ha ） （ ha ） （ ％ ）

平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度

（ ha ） （ ha ） （ ％ ）

5,608

意図
良好な市街地環境を確保するための地域
の特性に応じた土地利用のルールを決め
る。 0

地区整備計画を
行った面積の割合

都市政策担当　土屋健治

東3・4・19号線沿道地
区計画策定事業

手段
・都市計画法に基づく地区計画の決定。
・地区計画内容の近隣住民等への説明。

改善の余地 23年度以降に向けた方向性

22年度の上半期に地区計画を決定する予定
であり、決定後は見直しするまで、事業は休
止となる。

２２年度地区計画決定後は、地区計画の運用
をして行く。策定事業は、休止となる。

861 4,747

選択項目 説明（選択理由） 選択項目 説明（選択理由）

1,948 6,055 8,003
22年度以降に向けた方向性 縮小 所管課長名：

21-01-13

都市計画課
土地利用計画担当

対象 東3・4・19号線沿道区域及び関係権利者

地区計画予定区域
面積

地区計画の決定区
域

65

意図
都内の土地区画整理事業における弊害や
課題などの調査研究を通じ、市の土地区
画整理事業の推進に反映していく。 5 60 65

土地区画整理事業
の整備面積

都市政策担当　土屋健治

東京土地区画整理事業
推進連盟参画事業

手段
総会及び幹事会への参加、推進連盟への
負担金の支払い。

改善の余地 23年度以降に向けた方向性

東京都の区市町村全体により組織する協議
会であり、参画することは妥当である。

今後の区画整理の実施に備え情報交換、研
修が必要。

土地区画整理事業の整備促進に係る要請行動
を続けていくと共に、各市との情報交換をして
行く。

5 60

選択項目 説明（選択理由） 選択項目 説明（選択理由）

5 61 66
22年度以降に向けた方向性 現状維持 所管課長名：

21-01-12

都市計画課
土地利用計画担当

対象 東京都内の区市町

加入団体数
総会等への参加回
数

79

意図
駅前の魅力的な都市景観とふれあいと賑
わいのある歩行者ネットワークの形成を
図る。 0 0 0

壁面後退整備面積

都市政策担当　土屋健治

壁面後退支援事業

手段
地区計画制度に従い壁面後退部分の整備
費用補助及び固定費産税の減免措置をす
る。

改善の余地 23年度以降に向けた方向性

壁面後退支援事業の補助金交付要綱に基づ
き、土地所有者の申請により行うものであ
る。

土地利用の進捗に伴い、対象箇所は減尐して
いるが、連続した歩行空間を確保するため、継
続実施。

0 79

選択項目 説明（選択理由） 選択項目 説明（選択理由）

0 81 81
22年度以降に向けた方向性 現状維持 所管課長名：

21-01-11

都市計画課
土地利用計画担当

対象 事業主及び壁面後退整備個所。

壁面後退整備面積 壁面後退整備面積

東久留米市


